
（学校運営協議会・報告様式） 

 

令和８年度 第１回 若松小学校 学校運営協議会 実施報告書 

 

１ 日 時  令和  ８年  ５月 １５日（ 金 ）  16：00 ～ 17：30  

 

２ 場 所   会議室 

 

３ あいさつ（学校長、委員長） 

（１）委員長より ・本日田植え体験があり、地域との連携が本格的にスタートした。 

・スポーツ等では、怪我は大きな影響がある。こどもたちが怪我をしないような工夫がいる。 

（２）学校長より ・先週除草作業、本日の田植え体験ご協力感謝している。 

・４月２４日学級懇談会後、保護者の方々に学校の方針や行事等のお知らせやお願いをした。 

 

４ 協議内容（〇委員の発言 ●回答等） 

（１）本年度の学校運営について（学校長） 

①学校経営改革方針、学校関係者評価について 

・学校関係者評価をもとに、学校経営改革方針を考えている。 

「学力向上について」令和７年度は前年度より全国学力・学習状況調査では、少し改善がみ

られた。図書本貸し出し冊数が増えたが、「読書が好き」の肯定的回答は変化がみられる。

学習時間の定着に係る県の事業に申し込む等、こどもにとって良いと思うことは取り入れて

いく。 

「長期欠席対策について」学校全体で情報共有を欠かさず、早期に対応していく。 

「非認知能力育成について」児童会を通してこどもが「やってみたい」と思うことをこどもたち

主体で進めていく機会を設定していく。一つ一つの行事で何を学ばせて、何を価値づけて

いくか、指導者が目的をもって取り組み、こどもたちに伝えていく。また、学んだことを学校通

信等で発信していく。地域の方からの学びも大きい。 

「地域連携について」連携した取り組みに関する肯定的回答が 100%。課題として、地域 の

方に頼ることが多くあるので、適宜、学校主導で行うことを視野にいれていく。 

②配当予算について 

・予算減となっているが、こどもの安全を第一に考え、つかっていく。 

・傷んでいる松の木や桜の木の伐採し、新たに植樹していきたい。 

〇特に意義はない。 

 

（２）本年度の行事予定について（教頭） 

〇運動会準備にかかわって、町づくり協議会のテントは簡易式で安全。大いに活用してもらって

よい。 

 

（３）地域コーディネーターから 

・現在ボランティア（学習、環境、図書）を募集している。呼びかけてほしい。 



（４）意見交換 

①ラジオ体操について（委員長） 

・昨年度、参加率が改善した。今年度も PTAにも協力を呼びかけていきたい。 

・メリットを伝えていきたい。 

②学童移転について（地域 Co） 

・学童移転の話が出ているが、まだ何も正式には決まっていない。こども政策課には、安全面を

含め、説明等をしてほしいと思っている。正式に市から話があれば、地域の方や運営協議会で意

見交換をしたい。学童を利用する児童数は増加している。移転することで、人数制限や遊び場の

確保ができないか、懸念される。 

〇運営協議会や地域の集まりの場で、市から説明をしてほしい。直接意見を伝えたい。 

  地域の意見を出す場がほしい。 

  〇こどもの安全面が一番心配である。 

  ●学校も考えることは同じである。市や教育委員会に伝えられる機会があれば、伝える。 

 

（５）そのほか 

・危機管理マニュアル、学校いじめ防止基本方針について承認 

 〇地域では、連絡配信がスムーズにできるよう、アプリを利用している。見守りパトロール隊への

下校時刻の変更や緊急なこと等、連絡できるので、協力していく。 

 〇台風等による警報に係わって、１１時をまつことなく、７時時点で授業の中止判断が決まるので、

わかりやすくなった。 


